
設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

ワタナベ　アズマ

渡　邉　　東

（平成20年1月15日）

コウノ　マコト

河野　真

（平成28年7月1日）

マツモト　シゲキ

松本　茂樹

（令和元年4月1日）

エノキ　ヒロシ

榎木　浩

（令和元年4月1日）

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　・対象学部等が複数の場合には、それぞれ記載してください。

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を

　　　（例）令和３年度に報告済の内容　→（３）

　　　　記入してください。

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

学　　長

職　　名

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　令和４年度に報告する内容　→（４）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　ください。

学 部 長

学科長等

理 事 長

（４） 管理運営組織

　　　　兵庫県加古川市平岡町新在家２３０１番地

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人睦学園

（２） 大　学　名

　　　〒６７５－０１９５

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　兵庫大学
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　　　に報告書を作成してください。

変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後

人 年次 人 年度

人
　現代ビジネス学部

　　　現代ビジネス学科 100 120 2 2 404 484 令和４

　　学士（現代ビジネス）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

120人 -人 100人 -人 100人 -人 120人 -人

272 - 429 - 243 - 232 -

(　2　) (　－　) (　2　) (　－　) (　5　) (　－　) ( 12 ) (　－　)

[ 0 ] [ － ] [ 14 ] [ － ] [ 21 ] [ － ] [ 4 ] [ － ]

234 - 382 - 225 - 210 -

(　2　) (　－　) (　2　) (　－　) (　5　) (　－　) ( 11 ) (　－　)

[ 0 ] [ － ] [ 12 ] [ － ] [ 19 ] [ － ] [ 4 ] [ － ]

217 - 215 - 201 - 194 -

(　2　) (　－　) (　2　) (　－　) (　3　) (　－　) ( 10 ) (　－　)

[ 0 ] [ － ] [ 7 ] [ － ] [ 12 ] [ － ] [ 3 ] [ － ]

107 - 143 - 101 - 94 -

(　2　) (　－　) (　2　) (　－　) (　2　) (　－　) ( 9 ) (　－　)

[ 0 ] [ － ] [ 7 ] [ － ] [ 11 ] [ － ] [ 2 ] [ － ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。その場合適宜各項目の表

　　　　を追加してください。

　　　・　記載例は、令和２年度定員変更の４年制の学科の場合ですが、変更年度・修業年限に合わせて

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出

　　　　してください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、標準修業年限における入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお、計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科等、定員を定めている組織ごとに記入してください

　　　　作成してください。（設置計画履行状況等調査の対象期間が５年を超える場合には、別途ご連絡ください。）

修業年限
収容定員編入学定員 定員変更年度 備　考

調査対象学部等の
名称（学位） 入学定員

設 置 時 の 計 画

(　2　)

[ 若干名 ]

　　　　選択するとともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

　　　・　認可後さらに定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで

　　　　（入試区分ごとではありません）。

合格者数

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

Ｂ　 入学者数

　　　・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　　記入してください。

1.01

4

令和元年度

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を

令和２年度

(　2　)

[ 若干名 ]

令和３年度

[ 若干名 ]

(　2　)

受験者数

志願者数

Ａ　 入学定員

令和４年度

0.89 0.781.43

学生募集の停
止について

平均入学定員
超 過 率

1.02倍

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

1.02倍

新規入学者を
募集中

年

[ 　0　 ]

(　2　)
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 1
平均入学定員超過
率1.3倍以上の学
科等数

0 備　　考

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

年 人 年次 人 倍 倍 倍 倍 倍 年度 年度

人

≪ＡＣ対象学部等≫

現代ビジネス学部

　現代ビジネス学科 4 120
3年次
2

444 0.89 1.43 1.01 0.78 1.02 令和4 平成28
令和4年度より入学定
員増（20）

≪既設学部等≫

健康科学部

　栄養ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 4 80
3年次
5

330 0.77 1.06 0.73 0.80 0.84 - 平成13

　健康システム学科 4 40 - 160 1.05 1.22 0.87 0.95 1.02 - 平成13

　看護学科 4 - - - - 平成18
平成29年度より学生
募集停止

看護学部

　看護学科 4 90 - 360 1.08 1.10 1.10 1.22 1.12 - 平成29

生涯福祉学部

　社会福祉学科 4 40 - 150 1.33 1.07 0.90 0.92 1.05 - 平成20
令和2年度より入学定
員増（10）

　こども福祉学科 4 50
3年次
5

210 1.02 0.82 1.14 0.76 0.93 - 平成25

大学全体 4 420 12 1654 0.97 1.15 0.96 0.90 0.99 -

２　既設大学等の状況

入学定員超過率 平均入学
定員

超過率

編入学
定　員

開設
年度

収容
定員

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

修業
年限

入学
定員

既設学部等の名称

　兵　庫　大　学
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 1
平均入学定員超過
率1.3倍以上の学
科等数

1 備　　考

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

年 人 年次 人 倍 倍 倍 倍 倍 年度 年度

人

（修士・博士前期課程）

≪ＡＣ対象学部等≫

看護学研究科

　看護学専攻 2 6 - 12 - 0.16 0.00 0.08 - 令和2

≪既設学部等≫

現代ビジネス研究科

　現代ビジネス専攻 2 5 - 10 - 1.60 1.20 1.40 - 令和2

経済情報研究科

　経済情報専攻 2 - - - 0.00 - 平成11

大学院全体 2 11 - 22 0.00 - 0.81 0.54 0.67 -

（修士・博士前期課程）

（博士後期課程）

≪ＡＣ対象学部等≫

看護学研究科

　看護学専攻 3 4 - 12 2.25 0.75 0.75 1.25 - 令和2

大学院全体 3 4 - 12 2.25 0.75 0.75 1.25 -

（博士後期課程）

大学院全体 2・3 15 - 34 2.25 0.80 0.60 1.21 -

令和2年度より
学生募集停止

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

　兵　庫　大　学　大　学　院

入学定員超過率
既設学部等の名称

修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 0
平均入学定員超過
率1.3倍以上の学
科等数

0 備　　考

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

年 人 年次 人 倍 倍 倍 倍 倍 年度 年度

人

保育科第一部 2 100 - 200 - - 0.66 0.55 0.60 - 昭和32

保育科第三部 3 80 - 240 - 1.11 0.87 0.92 0.96 - 昭和46

短大全体 2・3 180 - 440 - 1.11 0.75 0.71 0.85 -

修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

入学定員超過率

　兵　庫　大　学　短　期　大　学　部

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を記入してください。

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び高等専門学校について

　　　　それぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

既設学部等の名称
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区　　　分
今後の

の実施計画

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和４年）

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は
　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　　具体的に記入してください。
　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を
　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。
　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。
　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。
　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

３　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

定年規程に定める退職
年齢を超える専任教員
数の割合が高いことか
ら，定年規程の趣旨を
踏まえた適切な運用に
努めるとともに，教員
組織編成の将来構想を
策定し，着実に実行す
ること。

看護学研究科
看護学専攻（Ｄ）

指摘事項
（改善）

履行中

定年規則に定める退職年齢
（年度末で67歳）の教員
は、本研究科の完成年度末
をもって退職予定である。
「看護学部等人事構想委員
会」において定年退職者に
あわせた計画的な教員採用
計画を策定し、令和3年度
より公募を開始した。採用
計画に基づき、年齢構成、
教育経験、研究領域のバラ
ンスを踏まえた採用人事を
行っていく。
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